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1111 はじめにはじめにはじめにはじめに    

 楽器指導や伝統芸能などの技能伝承は言葉で表現する

ことが難しく，特に関節角度や筋肉の使い方の身体動作

を具体的に指導することは困難である[1]．これを解決

する一つの試みとして弦楽器演奏を対象に，身体動作を

定量化する取組みが行われている[2,3]．文献[2]は，理

想とされる身体運動を力学的モデルで表現している．ま

た，文献[3]は，バイオリン演奏において，音色が演奏

動作に与える影響を明らかにするために，熟練者の演奏

動作の定量化と音色表現語に対するイメージの関係を分

析している． 

 我々は，バイオリン演奏動作の可視化に着目しており，

バイオリン演奏の動きと音の関係を可視化し，フィード

バックする指導法を検討している[4,5]．本稿では，バ

イオリン演奏時の姿勢に着目し，指導者が学習者の姿勢

を評価する観点を分析することで，その指導者の観点が

定量化できるかどうかを検討する． 

 

2222 バイオリン演奏時の姿勢についてバイオリン演奏時の姿勢についてバイオリン演奏時の姿勢についてバイオリン演奏時の姿勢について    

我々は，図 1 に示すバイオリン指導・学習モデルを想

定している．これまでこのモデル上の動作パラメータで

ある弓の速度と音の解析を行い，動作パラメータと音の

関係の可視化を図っている[4]．また，可視化した動作

パラメータと音の関係を学習者にフィードバックする指

導法を検討している[5]．しかし，指導者の視点からの

評価については研究されていなかった． 

そこで，本稿ではバイオリン演奏の基礎となる姿勢に

着目し，指導者が学習者の姿勢を評価する観点を分析す

る．具体的には，指導者にバイオリンを構えた姿勢から

学習者の技量を評価してもらい，指導者が学習者の姿勢

を評価する観点を抽出する．また，バイオリンを構えた

姿勢をモーションキャプチャで測定することで，主観評

価を定量的に裏付ける． 

 

図図図図 1111    バイオリン指導・学習のモデルバイオリン指導・学習のモデルバイオリン指導・学習のモデルバイオリン指導・学習のモデル    

    

 

 

3333 指導者による技量評価実験指導者による技量評価実験指導者による技量評価実験指導者による技量評価実験    

3.13.13.13.1 指導者による主観評価指導者による主観評価指導者による主観評価指導者による主観評価    

 指導者から姿勢に対する評価を得るために，バイオリ

ンを構えた静止画像を用いて技量評価実験を行った．技

量評価実験は，指導者 1 人を評価者とし，バイオリンを

構えた静止画像から学習者の技量を評価し，その評価に

対して解説・順位付けをしてもらった．技量評価は，図

2 に示すアンケートを用いて 5 段階評価で行った．その

際，評価した箇所はアンケート内の画像にマーキングし

てもらった．学習者は 7 年以上継続している経験者 2 名，

過去に 1 年未満継続していた経験者 2 名，未経験者 6 名

の計 10 名とした． 

 指導者による解説を基に，「立ち方」，「バイオリン

と体の関係」，「弓とバイオリンの関係」，「その他」

として 4 つの観点を表 1 にまとめた．但し，「その他」

の観点は，指導者が技量に影響しているか確証を持って

いないため以下の議論では除外する． 

次に，「立ち方」，「バイオリンと体の関係」，「バ

イオリンと弓の関係」の観点で，学習者毎の評価と順位

付けを表 2 に示す．評価は指導者の解説から±の評価を

付けた．順位付けと合わせて考えると，経験者には＋評

価が多く，上位に位置しており，この 3 つの観点が評価

項目として妥当であると判断した．例外として経験者が

9 位となっているが，これは構え方に癖があったためと

考える． 

 

図図図図 2222    主観評価のアンケート例主観評価のアンケート例主観評価のアンケート例主観評価のアンケート例    
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表表表表 1111    4444 つの観点に関する評価の解説つの観点に関する評価の解説つの観点に関する評価の解説つの観点に関する評価の解説    

 

 

 

表表表表 2222    学習者の順位と学習者の順位と学習者の順位と学習者の順位と 3333 つの観点に対する評価つの観点に対する評価つの観点に対する評価つの観点に対する評価    

 

 

3.23.23.23.2 主観評価の定量的裏付け主観評価の定量的裏付け主観評価の定量的裏付け主観評価の定量的裏付け    

    前節の主観評価を定量的に裏付けるため，バイオリン

を構えた姿勢を測定し，指導者の技量評価と比較する実

験を行った．学習者は 7 年以上継続している経験者 1 名，

未経験者 9 名とした．但し，経験者には評価項目の解説

内容を参考に 8 種類の姿勢を取ってもらった． 

各学習者の評価とモーションキャプチャで測定した姿

勢を表 3 に示す．肩と腰のなす角度は，両肩を結ぶ線と

両腰を結ぶ線から算出している．また，頭の傾きは直立

状態と構えた状態の頭の位置の差から算出している．肩

と腰のなす角度に着目すると， 30 度を超えた学習者に

対して主に指摘が行われている．しかし，未経験者 H の

ように，30 度以下の学習者に対しても指摘されており，

「体のねじれ」について他に評価の要素がないか検討が

必要である．一方，頭の傾きは，20 度を超えた学習者に

対して主に指摘が行われている．例外として，頭の傾き

が比較的に低い未経験者 F に対しても指摘されている．

これは，頭の傾きは変わっていないが頭が前方にずれて

いることに対して指摘されていると推測している． 

この実験では，「立ち方」について定量的に評価でき

ることを示唆した．今後さらに詳細に検討し，それ以外

の観点についても定量的な評価が可能かを検証する． 

 

4444 まとめまとめまとめまとめ    

 本稿では，バイオリン演奏時の姿勢に対して，指導者

が学習者の技量を評価する観点を抽出し，それを定量的

に評価できるかについて検討した．具体的には，指導者

は「立ち方」，「バイオリンと体の関係」，「弓とバイ

オリンの関係」の 3 つの評価項目で技量を評価している

と考える．また，その中で「立ち方」の要素の評価を定

量化できることを示した． 

 今後は，他の評価項目に対しても姿勢の評価を定量的

に表し，学習者の技量を評価するモデルを検討する． 

    

    

表表表表 3333    学習者の評価と姿勢学習者の評価と姿勢学習者の評価と姿勢学習者の評価と姿勢    

学習者 

評

価 

肩と腰のなす角度

[deg.] 

頭の傾き[deg.] 

未経験者 A 

4 20.0  14.6  

未経験者 B 

3 13.2  10.2  

未経験者 C 

3 14.1  0.4  

未経験者 D 

3 19.6  0.2  

経験者 2 5.6  
24.2  

未経験者 E 
2 33.4  1.5  

未経験者 F 

2 22.9  7.4  

未経験者 G 

2 0.2  0.4  

未経験者 H 

2 14.7  24.4  

未経験者 I 

2 12.1  17.1  

        

経験者の 

姿勢 

評

価 

肩と腰のなす角度

[deg.] 

頭の傾き[deg.] 

A 

2 9.8  20.3  

B 

2 5.1  22.5  

C 

2 9.5  26.7  

D 

2 7.8  19.4  

E 

2 36.8  24.7  

F 

3 33.7  24.8  

G 

3 37.8  22.0  

H 

2 46.8  23.8  

      

 

  ： 
「体のねじれ」について指摘があったもの 

 

  

  

   

 

 ： 「頭と首の関係」について指摘があったもの 
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